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(d) 固定曲面板に沿って曲がる
二次元噴流
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（1） 曲がり管路に働く力 (p73)
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(d) 動いている曲面板に
沿って曲がる二次元噴流

を代入すると

合に上式の固定曲面板の場
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固定曲面板に沿って曲がる二次元噴流のまとめ
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とする。の流量

だし、噴流方向成分を求めよ、たおよび作用する力の

湾曲羽根に根に当たるとき、このいている一枚の湾曲羽

の速度で動の速度で、同じ方向に噴流が

 60,/113

/9/12

sLQ

yx

smsm
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(4) 噴流による推進

)55.3(][2 NAQF  
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噴流は反作用を生じるので、ノ
ズル自体が噴流の反作用で押し
返される。（例 散水器、ジェットエ
ンジン、風船）

トリチェリの定理から

gH2

)56.3(][22 NgAHAF  

流体が容器に及ぼす反力は
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(3) トリチェリーの定理
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〔例題 10〕 (p82)
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ノズルから 5 m/s の速度で、 85 L/s 

の水が流出する場合、この水槽をその

位置に静止させるために必要な力を求

めよ。ただし、摩擦は無視する。

smsmsLQmkg /5,/1085/85,/10 3333   

][4255108510 33 NF  

［解］ )55.3(][2 NAQF  



(5) ジェットエンジンの推力
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7.噴流が平板に衝突する場合
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8.固定曲面板に沿って曲がる二次元噴流の場合
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